








要約: 

(1)乳幼児眼科健診における一次スクリーニングの方法としては、問診を行い、問診項目と

それに対応する眼疾患・眼異常に注意して観察すること、3 歳児では視力検査を行うこと

が必要である。視力検査は Landolt 環字ひとつ視標を用い、2.5m の距離で測定する。 

(2)乳幼児眼科健診における二次検診の方法としては、すべての乳幼児を対象に外眼部視

診・眼位・眼球運動・眼底の各検査を行い、3 歳児及び 5 歳児では視力及び屈折検査を行

うことが必要である。眼底検査には散瞳薬を点眼し、屈折検査には調節麻痺薬を点眼した

上他覚的方法を用いる。 


